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令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視

点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月６日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 21 日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 

教

育

課

程 

学

習

指

導 

・自立と社会参

加をめざし、小

中高一貫した、

系統性のある教

育課程の編成

と、個別教育計

画を活用した授

業づくりを進め

る。 

 

 

①「身につけた

い力」を軸に、

系統性と教科等

横断的な視点

で、学習のねら

いや内容を見え

る化する。 

②個別教育計画

を活用する仕組

みを構築する。

（ さ ら に 進 め

る） 

①各学部で身につ

けたい力を系統的

に具体化する。授

業のねらいや内容

と「身につけたい

力」のつながりを

明らかにする。 

②個別教育計画の

中間評価日を設定

し、目標の達成度

等に応じて手立て

（授業内容）等を

修正する。引継ぎ

方法を再検討す

る。 

①「身につけたい

力」を軸に、学習

のねらいや内容を

見える化し、系統

性のある教育課程

編成につなげるこ

とができたか。 

②活用の仕組みを

構築し、個別教育

計画を活用した授

業づくりができた

か。 

⓵個別教育計画作成により身につ

けたい力を検討し、系統性の視点

で共有した。学びの山場、力を身

につける取組みを明確化した。 

⓶アセスメントシート等を活用

し、目標設定の妥当性を検証し

た。身につけたい力の育成につな

がる授業づくりを意識した。校内

研究により、身につけたい力を意

識し、個別教育計画を活用した授

業づくりにつながった。 

⓵教科等年間計画に研

究成果を反映させるこ

と、学部教育目標、身

につけたい力の整理、

系統性が課題。 

⓶身につけたい力をど

う捉えて具体化してい

くと、授業に活かせる

かという視点にポイン

トをおき、理解を進め

たが、考えを深めるま

でには至らなかったの

で、さらにその方法を

整理していく。 

⓵⓶小中高の系統制については、何 

を視点にしているのか、わかりやす 

く整理できたのではないか。わかり 

やすい言葉、とらえ方で小中高の系 

統性がようやくできてきた。校内研 

究と実践が関連性を持って進められ 

ている。大事なことを理論づけて実 

践できたことは非常に良かった。学 

校教育目標を縦と横のつながり両面 

からとらえたことはとても良い取り 

組みである。個別教育計画を活用し 

た授業づくりという観点では、アン 

ケートから、保護者に成果が見えて 

いるが、生徒たち自身が成長を感じ 

られるかが次のステップ。表すもの 

があれば良い。できる力は押し付け 

になるところも出てきてしまう。本 

人達はどうなのかが一番重要であ 

る。 

⓵⓶校内研究と連携し、学

校目標を系統性の観点から

縦のつながりで、又身につ

けたい力を、教科横断的な

視点から横のつながりで確

認した。児童・生徒に身に

つけるべき力を個別教育計

画に記し、目的を意識した

授業作りにつながった。課

題は、キャリア教育を意識

した中での小中高の系統的

な授業づくりと、個別教育

計画に基づく個のスキルア

ップ、児童・生徒自身が学

習成果を実感できる取組で

ある。 
＜保護者アンケート結果＞ 

個別教育計画を活用した授

業作りがされかという問い

に 95.1%が良いという評価。 

⓵⓶校内研究と連携し、各

学部における育てたい児

童・生徒像と、身につけた

い力を考えていく。またキ

ャリア教育を意識した系統

的な授業計画、自立と社会

参加をめざし、小中高系統

性のある教育課程の見直し

を行っていく。また個別教

育計画に載せる身につけた

い力を整理し、将来必要と

なるスキルを身につけられ

るようにしていく。 

２ 

(

幼

児

・

児

童

・

) 

生

徒

指

導

・

支

援 

・児童生徒一人

ひとりの個性や

人権を尊重し、

教育的ニーズに

応じた的確な支

援・指導を全職

員で組織的に実

践する。 

 

 

 

①担任と教育相談

チーム等が連携

し、多角的な視点

で児童生徒の教育

的ニーズを整理

し、的確な支援・

指導の実践につな

げる。 

②児童生徒一人

ひとりの個性を

共有する。 

①教育相談票の活

用をさらに進め

る。担任と教育相

談チーム等が児童

生徒の教育的ニー

ズを話し合う仕組

みをつくる。 

②個別教育計画の

「得意・不得意、

有効な支援方法・

合理的配慮」を活

用して、児童生徒

の個性をわかりや

すく表す。児童生

徒の個性に合った

支援・指導法を、

担任を中心とした

チームで考える。 

①児童生徒の支援

方法について、多

角的な視点を持っ

て指導の実践につ

なげることができ

たか。 

②児童生徒一人ひ

とりの個性を共有

し、的確な支援・

指導の実践ができ

たか。 

⓵教育相談票活用の流れが定着

し、ニーズや対応の整理につなが

った。必要に応じて専門職や学部

外の教員がケース会に参加し、異

なる視点から支援について話し合

い、指導の実践につなげることが

できた。 

⓶学年会で児童・生徒の情報共有

を行い、共通理解の下で指導にあ

たった。個別教育計画で設定した

目標や手立てを、各教科担当が集

約し、目標達成を意識した授業を

実践することができた。 

⓵今後も担任への周知
を徹底し、多角的な視
点から、教育的ニーズ
に応じた支援を継続し
ていく。 
⓶各学部室での対応を
グループでも共有する
ことで、他の視点から
の支援の手立てを考え
る機会となった。新た
な共有の方法を模索し
ていく。 

 

⓵⓶教育相談票の活用は教育活動とケ 

ース会議等相まって良い取り組みであ 

り継続してほしい。相談票の内容、活 

用、情報共有の中身について、相談票 

は机や椅子のサイズから、日々の支 

援、家庭内課題、関係機関との連携 

等、多岐に渡っている。クラスや学 

年、学部での共有が基本だが、相談担 

当と連携し組織的に問題に対して取り 

組んでいることはよく伝わってきた。 

延べ件数として実際に地域連携グルー 

プに上がってきた件数やどのような内 

容が多かったかデータを積み重ねて 

今後の手掛かりにしていくと良い。 

 

⓵教育相談票を活用したケ

ース会議、教員間の連携が

定着してきているので、今

後も教員間での情報共有を

密にし、児童・生徒支援を

組織的に行っていく。 

課題としては、相談チーム

に上がってくる相談件数や

内容について、傾向を把握

し、次の支援につなげてい

くことである。 

⓶個別教育計画に基づき、

教員間で児童・生徒の実態

把握と支援方法の検討を行

うことができた。 
＜保護者アンケート結果＞ 

児童・生徒個々のニーズを

考慮した学習内容かという

問いには 95.6%が良いという

評価。 

⓵教育相談票を活用し、教

員間での効率的で確実な情

報共有をしっかりと行って

いく。又、相談内容の可視

化は、データを蓄積し見え

る化していくことで、傾向

と今後の支援方針につなげ

ていく。 

⓶個別教育計画を活用し、

児童・生徒の実態把握と、

支援方法の確認、教員間の

共有を進めていく。 

 



 視

点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月６日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 21 日実施） 成果と課題 改善方策等 

３ 

進

路

指

導

・

支

援 

・将来、児童生

徒が地域社会で

豊かに生きる力

を育むために、

ライフステージ

に沿った積極的

な進路指導・支

援を行う。 

①保護者と連携

し、児童生徒に合

った方法や様式で

作成した「キャリ

ア・パスポート」

を通して、自己実

現する力を育む。 

②進路学習教材

の開発や共有を

さらに進め、

個々のニーズに

合った進路指

導・支援を実践

する。 

① 児 童 生 徒 に 応

じ、キャリア・パ

スポートの様式や

作成方法（写真の

活用等）を調整す

る。また、本人の

願いの言語化や、

願い実現の視点に

よる支援計画の作

成を保護者と共に

行う。 

②担任と進路チー

ムが連携して開発

を進める。教材や

実践報告を学校全

体で共有・活用で

きる仕組みをつく

る。 

①児童生徒に合っ

た「キャリア・パ

スポート」を作成

し、自己実現する

力を育むことがで

きたか。 

②進路学習教材の

開発・共有・活用

を進め、個々のニ

ーズに合った進路

指導・支援が実践

できたか。 

⓵保護者と連携し、児童・生徒の

願いを汲み取り、理解しやすい書

式でキャリア・パスポートを作成

した。文字やシール、写真等を活

用し、学部によっては学期や行事

の節目に振り返りを行い、自分自

身で達成状況を確認できる場合も

あった。 

⓶teams のフォルダに「つるみ進

路教材ライブラリー」枠を作成

し、引き続き進路学習教材の収集

に務め、数を増やしている。 

⓵活動の定着を図ると

ともに、保護者への提

示も行い、理解を深め

ていく。 

⓶今後は掲示板のリン

クを利用して、目に留

まりやすく使いやすい

ライブラリーに仕立

て、全体への周知と実

践的な活用につなげて

いく。また、学部内で

実践できた進路教材の

共有・活用の例を基

に、学校全体で共有・

活用できるよう取り組

みを進めていく。 

⓵キャリア・パスポート実践のアンケ 

ート結果では「わからない・知らな 

い」が R4は６割だったのが R5は 18％ 

に減ったのは評価できる。キャリア・ 

パスポートでは、分教室の取り組みで 

自己肯定感につながると記載されてい 

るが、その通りである。小さな成功体 

験が伸びる力につながる。わかりや 

すい、記載しやすい、考えやすい工 

夫をし、わかりやすいキャリア・パ 

スポートにつなげて欲しい。 

⓶PTA の進路委員、保護者視点での

進路の学習が成果につながったので

はないか。保護者には、進路に関し

て、またインクルやサポート校があ

るが、どこに行ったらいいかわから

ないという人が多い。 

⓵キャリア・パスポートの

書式は自由とし、児童・生

徒の実態に合わせて、自己

の活動を振り返ることがで

きた。保護者との連絡、定

着を図ることが課題。 

⓶保護者向け進路学習会の

情報を教員間でも共有して

いる。学部を問わず自立と

社会参加、進路学習につい

て、保護者への情報提供が

必要となる。 

＜保護者アンケート結果＞ 

キャリア・パスポート、鶴

見のキャリア教育、進路学

習への評価は約 75％が良い

という評価。 

⓵キャリア・パスポート

は、今年度の実績を基に、

次年度も継続し取り組んで

いき、保護者へも理解を図

っていく。 

⓶進路学習教材の活用で

は、学部内で実践できた進

路教材の共有・活用の例を

基に、学校全体で共有・活

用できるよう取り組みを進

めていく。また、学習を通

して、将来必要な力の育成

について保護者と情報共有

を行っていく。 

４ 

地

域

等

と

の

協

働 

・共生社会の実

現に向け、障害

のある児童生徒

の理解を進める

ため、地域と連

携した教育活動

を推進する。 

①教育活動の様

子を発信し続け

るとともに、地

域貢献活動を立

ち上げ、地域の

理解促進を図

る。 

②地域や校内の

交流を推進し、

相互理解を図

る。 

 

①多様な発信ツー

ルを活用し、教育

活動の様子を継続

的に発信する。ま

た、近隣の店舗等

に依頼して、活動

の幅を広げる。 

②交流のアイディ

アを校内で募り、

実践をしていく。 

①地域貢献の活動

を広げることがで

きたか。また、地

域の中で活動をす

ることにより、児

童生徒の理解を進

めることができた

か。 

②交流の機会を増

やし、相互理解を

図ることができた

か。 

⓵Ｘで学習や行事の様子を継続的

に発信した。支援方法やグッズの

紹介をする「つるみの支援」のタ

グを立ち上げた。高等部３年生は

公園の花苗植えを行い緑化活動に

貢献した。また地域の方に高等部

木工班の作業学習授業準備をして

頂いた。 

⓶地域貢献活動によるラグビー体

験授業では、スポーツ選手との交

流を通し、地域への児童・生徒理

解促進を図り、また他学部の児童

生徒との交流活動をすることがで

きた。また、地域の商店街での作

業学習製品販売を通して、本校の

生徒についての理解を促進した。 

⓵コロナ禍が明け、地 

域との交流活動が活発 

になってきた。今後も 

地域への発信、地域と 

の協働を進めていく。 

⓶ラグビー体験授業は

１回のみで終わったの

で、今後も交流の機会

を重ね相互理解につな

げていきたい。今後は

交流授業の対象を広

げ、学部間交流の場と

して継続していく。 

地域の商店街での作業

学習製品販売は、今後

も継続していく。 

⓵⓶地域の方が意見交換し活動して

いくのは、防災や安心安全な街づく

りといった面でも良い。うまく、機

械や便利なグッズを使いこなせるよ

うにしていくと良い。警察や消防に

も聞いていただき、コミュニケーシ

ョンをとりながら確認しあえる場が

多くあるとよい。学校内で木工の手

伝いをすることで、そこでの授業の

アイデアを事業所に持ち帰り活用し

ている。学校と事業所が同じ支援を

することで、利用者が落ち着いてで

きている。災害時は非難後の生活を

みんな予想し非難グッズをすぐ持ち

出せるところに置く等考えてほし

い。 

⓵地域への教育活動の発信

は行っているが、アンケー

ト結果からは、今後も課題

となる。三ツ池公園の緑化

活動や、大曲広場等他の場

所での活動も視野に入れて

いく。 
⓶地域との交流、校内他学

年、他学部の交流活動が活

発に行われた。今後も更に

継続していく。 
＜保護者アンケート結果＞ 

地域の理解啓発、地域との

協働というところでは、良

いという回答が約 70％とな

っている。 

⓵今後もＸを活用し学習や

行事の様子、またホームペ

ージを活用して「つるみの

支援」の発信も継続的に行

っていく。地域との関わり

や連携が学習活動につなが

ることで、保護者への理解

促進につながっていくと考

える。 

⓶次年度も地域との連携を

進め、交流活動を行ってい

く。又校内交流も授業や行

事を通して取り組み、その

情報を保護者へも発信し理

解を深めるよう努める。 

５ 

学

校

管

理 

学

校

運

営 

・児童生徒の安

全 と 健 康 を 守

り、良好な教育

環境の整備と、

危機管理体制の

確立を図り、地

域に信頼される

学校づくりに取

り組む。 

・教員のワーク

ライフバランス

の観点から、教

員の働き方改革

を推進する。 

①教育環境整備や

防災教育に地域と

共に取り組む。 

②小さな削減や

効率化をすぐに

実行する。（目

標 50 個） 

①地域の防災訓練

やイベントに参加

し、学校からの積

極的な発信を行な

うと共に地域の方

の意見を取り入れ

ていく。 

②安全・安心な

ど、基本的なこと

を抑えながら、実

行できる仕組みを

構築する。 

 

①良好な教育環境

の整備と、危機管

理体制の確立のた

めに、地域と協力

することができた

か。 

②小さな削減や効

率化を 50 個実行

できたか。 

⓵定期的な防災訓練、引き取り

訓練での課題を整理し、災害時

の対応についてチーム内で共有

した。安全点検を毎月行い、危

険箇所は早期の修繕に努めた。

７月には環境整備事業に地域の

方と一緒に取り組み、分教室は

岸根高校との合同防災訓練、ま

た日本赤十字社主催救急法研修

会に参加し、生徒一人ひとりが

救急法を身につけることができ

た。 

⓶「ちりつも大作戦」と称し

て、小さな削減や効率化に取り

組み、文書保管の方法や仕組み

の改善、インターネットの活用

などにより、32 個実行できた。 

⓵防災訓練、校内の施

設点検等、今後も継続

し、より安全な学校づ

くりを行う。また、保

護者や地域へ情報発信

し、災害時への備えと

する。 

⓶前例踏襲ではなく、

教育的効果と業務の効

率化の両立を図ってい

く。今後も具体的な目

標を立て、かつ小さな

ことから削減を積み重

ね、働き方改革を大き

く前に進めていく。 

⓵防災訓練で自販機を使ってみる。 

実際に起きたときに使えなかった事 

例があった。皆が知っているように 

マニュアルが必要である。来年度 10 

月 13 日（日）地域防災訓練がある。 

地域の方々の訓練に参加して連携を 

作っていくと良い。校内のどこに何 

があるか、誰が見てもわかるマーク 

のピクトグラムを活用してはどう 

か。防災については、避難場所を確 

保することが課題。福祉避難所は誰 

もが来て良いところではないと理解 

してもらうのは難しい。防災に関す 

る意識は高まっている。 

⓶働き方改革について、ちりつも大 

作戦は楽しみながら工夫できるとこ 

ろが良い。教員の仕事は増えてい 

る。あまり広げすぎないことも必 

要。全部やるのではなく、これは来 

年といった工夫もあるスクラップア 

ンドビルドに取り組んで欲しい。 

⓵防災訓練、校内の施設点

検等を今後も継続して行

い、安全な学校づくりを行

う。防災、防犯等、緊急時

の対応については、地域と

の連携が不可欠であり、い

かに情報共有し、具体的に

動いていくかが課題とな

る。 

⓶職員の働き方改革は、小

さなところから着実に行っ

ているが、良いという評価

は 47.2％と低い。スクラッ

プアンドビルドをいかに取

行っていけるかが大きな課

題である。 

⓵防災、防犯訓練を今後も

地域や近隣の学校との協力

のもと行えるよう、また校

内の訓練をより実効性のあ

るものにしていく。 

⓶職員の働き方改革では、

現在の職員の業務内容を見

直し、様々な削減を継続し

ていく。また教育的効果と

業務の効率化の両立を考

え、職員に様々な勤務形態

がある中で、無理なく行え

る教育の在り方、教育実践

の形を、より具体的な目標

と共に模索していく。 



 

 


